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子どもをめぐる 経済格差――すべての子どもに 平等な

チャンス はあるか（ 要約版・日本 ユニセフ 協会訳）  

ユニセフ・イノチェンティ 研究所報告書「 レポートカード 20」  

 

経済的に豊かな国で暮らしているからと いって、 すべての子どもが 等しく 幸せで健康であり、 かつ同じ

水準の学力や社会的スキルを身につけているとは 限りません 。 ユニセフ （ 国連児童基金） イノチェンテ

ィ 研究所の「 レポートカード（ Report Card ）」シリーズ の最新報告書は、 経済格差が子どもたちの ウェ

ルビーイング （ 幸福度） に及ぼす影響を分析しています。  

 

本報告書は、 高所得国に分類される 国または、 経済協力開発機構（ OECD） に加盟する国の計 44 カ国を

対象に調査を実施しました。  

 

子どもたちの ウェルビーイング と経済格差の関係を分析する本報告書は、 次の問いを投げかけていま

す。  

• 国自体が豊かであっても、 なぜ子どもたちの 間に格差が生まれるのでしょうか。  

• 格差は子どもの ウェルビーイング にどのような 影響を及ぼすのでしょうか。  

• 子どもたちは 格差をどのように 捉えているのでしょうか。  

• すべての子どもに 平等な機会を実現するために、 何ができるのでしょうか。  

 

 

経済的に豊かな国々における 子どもの ウェルビーイング  

イノチェンティ 研究所のレポートカード シリーズ の各報告書では、 子どもの ウェルビーイング に関する

主要分野について、 各国の状況を比較し順位づけを行っています。「 レポートカード 20」（以下、

RC20） は、 精神的幸福度、 身体的健康、 学力および社会的スキルの 3 つの側面について、 データ が得ら

れた 37 カ国の総合順位表を掲載して います（ 巻末）。 この順位表は、 調査対象国におけるさまざまな 強

みと弱みを示しています。  

 

例えば、 オランダ、デンマーク、フランス は総合順位表の上位３ カ国であり、 3 つの側面それぞれにお

いても上位にあります 。 ただし、 大半の国では、 分野によってばらつきがあり、ある 側面で良好な結果

が出ていても 、 別の側面では課題が見られる場合がほとんどで す。  

 

 

豊かな世界に根強く 残る貧困 

世界で最も裕福な国々はますます経済的に豊かになってい きます。しかし、 その拡大する繁栄の一方

で、 各国内には依然として 大きな格差が残っています。 所得格差が最も小さい 国々でさえも、 所得分布

の上位 20％に属する人々の所得は、 下位 20％の人々の 3.5 倍に上ります。 所得格差が最も大きい国々

では、 その差は 7 倍を超えています。  
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では、 こうした 格差は子ども たちにどのような 影響を及ぼしている のでしょうか ？ 報告書によれば、

国内における富裕層と貧困層の格差が大きいほど、 身体的健康、 精神的幸福度、 そして 学力および社会

的スキルが平均的に低い傾向にあることが 示されています。  

 

さらに、 低所得層に表れる格差、 すなわち子どもの 貧困も、 依然として 高止まりし ています。 調査対象

のすべての国で少なくとも 10 人に 1 人の子ども が貧困状態にあり、その 割合はデンマーク の約 10％か

ら、 コロンビア とコスタリカ の約 37％まで幅があります。  

 

経済格差と子どもの 人生との関係 

経済格差は子どもたちの 身体的健康、 精神的幸福度、 そして 学力・ 社会的スキルの発達と密接に関係し

ています。  

身体的健康 

格差の大きい社会で暮らす 5～14 歳の子ども は死亡率が高く 、また 過体重になりやすい 傾向があること

が示されています 。 子どもの 死亡率は全体として は大幅に低下しているものの 、 一部の国では増加の兆

しが見られます。 経済格差が最も大きい５ カ国の子どもの 死亡率は、 平均すると、 経済格差の最も小さ

い５ カ国の 2.4 倍となっています。  

 

格差の大きい社会で暮らす子どもは、 過体重と肥満になるリスク が高いことがわかっています。 子ども

の食生活や栄養状態は、 家族が購入し調理できる食品の質に大きく 左右されます。 低所得世帯にとっ

て、 健康的な食品を購入することは 難しく 、 高カロリー 食品に頼らざるをえない 場合が多いため、 子ど

もが過体重や肥満になる リスク が高まります。  

 

格差が最も大きい国々の過体重の子どもの 割合は、 格差が最も小さい国々の 1.7 倍となっています。  

 

実際、 経済格差は子どもの 健康全般にも影響を及ぼしてい ます。 欧州連合（ EU） では、 所得層の下位

20％の世帯の子どものうち 、 健康状態が非常に良好なのは 58％にとどまる 一方、上位 20％では 73％に

上っています。  
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精神的幸福度 

経済格差は精神的幸福度の格差にも関係しています 。 生活満足度が高いと回答した 子どもの 割合は、 最

も社会経済的に優位な家庭では約 77％であるのに 対し、 最も不利な家庭では 67％にとどまっていま

す。  
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子どもの スキル  

所得格差は、 子どもたちの 学力や社会的スキルの発達にも影響を及ぼしています。 調査対象国では、 15

歳の子どもの 学習到達度に顕著な差が見られま した。 平均すると 、 高所得世帯の子ども が 15 歳までに

読解と数学の基礎的な習熟度に達している割合は 83％であり、 低所得世帯の子どもの 42％に比べて、

約 2 倍になっています。  

 

 

経済格差が子どもに 与える影響 

報告書は、 経済格差がどのよう にして 、 社会経済的に不利な立場にある子どもたち に影響を及ぼすのか

を分析しています。 経済格差は、 子どもを 取り巻く 環境、 すなわち家庭や近隣地域、 学校において利用

できる リソース （ 子どもの 成長を支える環境や機会） の格差と、 対人関係や日々の活動など子ども 自身

の世界における格差の双方を生み出しています。  

 

⚫ 経済的に不利な状況に置かれている子ども は、 平均的に、 家庭、 近隣地域、学校 において環境や利

用できる サービスや学習機会（ リソース ） が少なく、 その質も低い傾向にあります。 例えば、 住環

境の質が低いこと 、 食料不安（個人 や世帯が経済的やその他の理由によって 十分に食事ができない

状態） に陥りやすいこと 、 学校を含む地域サービスの質が十分でないこと、 汚染をはじめとするよ

り深刻な環境問題にさらされ やすいことが 挙げられます。  

 

⚫ また、 日々の暮らし にも明らかな差異が見られます。 例えば、 食事の質が低いこと 、 運動の機会が

少ないこと 、 学業より 働いてお金を稼ぐ方に時間を割く ことが 挙げられます。  

 



2026 年 9 月 日本ユニセフ 協会 

5/7 

この影響の連鎖は最終的に、 子どもたちの 身体的健康、精神的幸福、 学力および社会的スキルの格差に

繋がります。  

 

子どもたちはどのように 格差を経験し理解しているのか  

6 カ国の子どもたちを 対象に実施された調査では、 子どもたちが 格差の存在を強く 認識しその実態を理

解していることが 示されました。  

 

「 もし 友達に遊びに誘われても、 家が貧しくて 一緒に出かけるお金がなければ、 仲間から取り残されて

しまうかもしれない 」  

――コロンビア の子ども  

 

子どもたちは 話し合い、 格差のさまざまな 側面を挙げていき ました。 そこには、 経済的な要因に加え、

ジェンダー 、 障がい、 人種、 民族、 移民・難民 といった 法的身分によって 生じる 差異や差別、 さらには

外見といった 身体的特徴による格差も含まれていました。  

 

「 ロマの女の子は勉強しないと いう 思い込みから、たとえ 成績が良かったとしても、 彼女たちを 特別支

援学級に入れる学校があるんです」  

――スペイン の子ども  

 

子どもたちはこうした 格差を特定しただけではなく、それらが 根差している 、 教育制度、 政府、公共政

策などさまざまな 制度や環境についても 指摘しました。 さらに、こうした 格差を解消するための方策も

提案しました 。  

 

「子 どもたちにも 選挙権を与え、 子ども 向けの社会支援にもっとお 金を使うべきです」  

――スイス の子ども  

 

 

格差による 子どもたちへの 悪影響を最小限に抑えるために、 各国ができること  

経済格差はリソース （ 子どもの 成長を支える環境や機会） の格差だけでなく、 他のさまざまな 形で、 子

どもの ウェルビーイング に影響を及ぼします。 経済的に不利な状況にある子どもたち とその家族は、 生

活のさまざまな 場面でより 大きなストレス やスティグマ （ 社会的偏見）、差別 に直面することが 少なく

ありません。 政府や関係者は、 格差が子どもの ウェルビーイング に与える影響を最小限に抑えるため

に、 特に子どもの 貧困の削減を通じて 、 さまざまな 政策分野で行動を起こすことができます。  

 

行動には次のものが含まれます。  

 

・ セーフティネット の強化。 いかなる子どもも 貧困の中で育つことがないよう 、 家族手当や児童手

当、最低賃金 などを 整備・改善 する。  
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・ 生活環境とサービスの改善。 公営住宅や家賃補助の提供、 社会経済的に恵まれない地域のインフラ

整備、緑地 やレクリエーション 施設などの公共施設への投資を行う。  

 

・ 教育における格差の是正。 社会経済的理由によって生じた 学校間の分断を縮小し、 子どもの 家庭の

経済的背景にかかわらず、 学校に十分な教職員と設備を確保するとともに、 健康的で栄養価の高い

学校給食を提供する。  

 

・ 子ども と対話し、 意見を聞く 。 格差が子ども 自身やその家族にどのような 影響を及ぼしているかに

ついて、 子どもたちの 視点をよりよく 理解し、 彼ら、 彼女らのウェルビーイング の向上につながる

解決策を共に考える。  

 

・ データ 整備とモニタリング 体制の強化。十分 なリソース （ 子どもの 成長を支える環境や機会） を有

する国でも、 ウェルビーイング の多くの 側面について、 未だデータ が不足している。 また、 経済格

差が他の社会的格差とどのように 関連しているか を分析できるよう、 人々の属性別に分類された デ

ータ を充実させる 。  
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